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SPMによる金属表面組織観察

●金属表面組織は光学顕微鏡やSEMでも観察されています。
しかし、SPMは三次元データであるため、腐食の深さを解析
することができます。

●鉄鋼材料においては、金属の疲労・破壊に対して、強度を高める
ために組織は微細かつ複雑になっており、手軽に高倍率の観察
ができるSPMが、SEMだけでなくTEMの観察領域においても
今後活躍するものと思われます。
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●二つの炭素濃度の異なる構造材
S55C（炭素濃度0.55％）、S25C

（炭素濃度0.25％）での炭化物

の分散状態の差異を観察しました。

前処理として、バフ研磨後、1.5％

ナイタール溶液に数秒浸し、微小段

差を形成させています。炭素濃度の

高いS55Cでは、フェライト相

（γFe）が腐食され、セメンタイト

相（Fe3C）が突出した層状のパーラ

イト組織が多く確認されています。

SEMによる金属表面組織観察例

SPMによる金属表面組織の断面解析例

炭素鋼S25C（ナイタール処理後） 炭素鋼S55C（ナイタール処理後）
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